
子
こ

どもたちと学
ま な

び

B
ピー

＆
アンド

G
ジー

の「海洋教室」
のようすだよ。

みんないい笑
え

顔
がお

だね。

　震
しん
災
さい
後
ご
、海
うみ
に親
した
しんだことのない

子どもが増
ふ
えています。「海

かい
洋
よう
教
きょう
室
しつ
」

では海の楽
たの
しさだけでなく、その怖

こわ

さ、安
あん
全
ぜん
対
たい
策
さく
、そして自

し
然
ぜん
や漁

ぎょ
業
ぎょう
に

ついても学び、子どもたちに山
やま
田
だ
の

宝
たから
・海の魅

み
力
りょく
を伝
つた
えています。

年
ね ん

長
ちょう

者
し ゃ

・青
せ い

少
しょう

年
ね ん

⑧

山田町
まち

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

タブ

ラン



学
ま な

びと育
は ぐ く

み
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農
のう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

職
しょく

場
ば

体験

漁
ぎょ

業
ぎょう

体験

　自
し

然
ぜん

とともにあり、命
いのち

を育む食
た

べ物
もの

を作
つく

り、収
しゅう

穫
かく

する農業の大
たい

切
せつ

さを 
実
じっ

感
かん

する学びが行
おこな

われています。

子
こ

どもたちはいずれ社
しゃ

会
かい

に出
で

て、何
なん

らかの仕
し

事
ごと

をもって生
せい

活
かつ

していきます。職場体験はそのときのための学びです。

　漁業は町
まち

の基
き

幹
かん

産
さん

業
ぎょう

であり、漁業や海
うみ

と向
む

かいあうことは地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

や文
ぶん

化
か

にふれるということでもあります。

かり取
と

った稲
いね

を「お米
こめ

」に。
（轟

とどろ

木
き

小
しょう

学
がっ

校
こう

）
みんなで作ったお米をついて、きなこもちにする。

（荒
あら

川
かわ

小学校）
はだしで田

た

に入
はい

り、手
て

で苗
なえ

を植
う

える。
（豊

とよ

間
ま

根
ね

小学校）

ホタテたたき
（大

おお

浦
うら

小学校）

スルメ干
ほ

し
（大

おお

沢
さわ

小学校）

さまざまな「仕事」を体験する。（山
やま

田
だ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

）



学
まな

ぶのは学
がっ

校
こう

の授
じゅ

業
ぎょう

だけ
ではないんだね。
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山田町ふれあいセンター「はぴね」

家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

学
がっ

級
きゅう

自
じ

分
ぶん

たちで考
かんが

える

　親
おや

子
こ

や地
ち

域
いき

の問
もん

題
だい

について意
い

識
しき

や知
ち

識
しき

を高
たか

め、問題の解
かい

決
けつ

につなげ
るための、親子での学びの場

ば

です。

　子
こ

どもたちが
話
はな

し合
あ

って決
き

めた
「 山

やま

田
だ

町
まち

いじめ
防
ぼう

止
し

宣
せん

言
げん

」です。

　子どもたちのアイデアから生
う

まれた、中
ちゅう

学
がく

生
せい

、高
こう

校
こう

生
せい

世
せ

代
だい

をはじめとする「子どもの居
い

場
ば

所
しょ

」と「図
と

書
しょ

館
かん

機
き

能
のう

」を
持
も

ち合
あ

わせた、子どもたちだけでなく地
じ

元
もと

の方
かた

がたも利
り

用
よう

できる施
し

設
せつ

です。

　 一
いっ

般
ぱん

図 書 閲
えつ

覧
らん

コー ナー 、
児
じ

童
どう

図書コーナー、幼
よう

児
じ

図書
コーナーなど図書館機能が充

じゅう

実
じつ

しているだけでなく、さまざ
まなイベント・活

かつ

動
どう

が行
おこな

われて
います。

　情
じょう

報
ほう

モラル・メディア
リテラシーについて学ぶ。

（豊
とよ

間
ま

根
ね

小
しょう

学
がっ

校
こう

）

　みんなで身
か ら だ

体
を動

うご

かす「親子
健
けん

康
こう

教
きょう

室
しつ

」
（山田南

みなみ

小学校）

豊
ゆたか

さん
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2018冬
とう

季
き

パラリンピック日
に

本
ほん

代
だい

表
ひょう

（クロスカントリー／バイアスロン） 阿
あ

部
べ

友
ゆ

里
り

香
か

さんのお 話
はなし

　海と山
やま

にめぐまれ、誰
だれ

でもさまざまな体験ができるのが、山田町で育
そだ

つ子どもの幸
しあわ

せな
ところです。私

わたし

も小
しょう

学
がく

生
せい

のときにやったカキの養
よう

殖
しょく

や植
しょく

樹
じゅ

の体験をよく思
おも

い出
だ

します。子
どものころに友

とも

だちといっしょに体験した「本
ほん

物
もの

」の思い出
で

は、大
お と な

人になってからも必
かなら

ず
力
ちから

を与
あた

えてくれますから、みなさんも積
せっ

極
きょく

的
てき

にいろんなことを体験してみてください。

テノール歌手 澤
さわ

田
だ

薫
かおる

さんのお話
　思い出すと、山田湾

わん

や関
せき

口
ぐち

川
がわ

で釣
つ

りをしたり、オランダ島
じま

に泳
およ

ぎに行
い

ったり、祭
まつ

りで関
口剣

けん

舞
ばい

を踊
おど

ったりと、自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かな環
かん

境
きょう

にめぐまれてのびのびと育
そだ

ちました。興
きょう

味
み

のあるこ
とを自

じ

由
ゆう

にやらせてもらえたことは親
おや

や先
せん

生
せい

に感
かん

謝
しゃ

しなければなりません。興味の火
ひ

を消
け

さないことは大
たい

切
せつ

です。視
し

野
や

が広
ひろ

がり、自
じ

分
ぶん

の道
みち

を見
み

つけることにつながるからです。

学
ま な

びと育
は ぐ く

み

　親
おや

と子
こ

、祖
そ

父
ふ

母
ぼ

と孫
まご

、年
ねん

長
ちょう

の子
こ

どもと年
ねん

少
しょう

の子ども。年少者
しゃ

は年長者から学
まな

び、年長者にとっては教
おし

え育むことが新
あら

たな学
びにつながっていきます。

　「自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

としての海
うみ

」「生
せい

命
めい

を育む海」「人
にん

間
げん

とかかわる海」の 
3つをテーマとする鯨と海の科学館は、単

たん

なる展
てん

示
じ

施
し

設
せつ

ではなく、
さまざまな講

こう

演
えん

会
かい

・学
がく

習
しゅう

会
かい

・ワークショップなどを開
かい

催
さい

しています。

　地
ち

域
いき

のお年寄りに教
おそ

わって
年
とし

縄
なわ

を作る。（轟
とどろ

木
き

小
しょう

学
がっ

校
こう

）
　祖父母参

さん

観
かん

授
じゅ

業
ぎょう

でいっしょに考
かんが

える。
（大

おお

浦
うら

小学校）

　夏
なつ

休
やす

みに開
かい

催
さい

された
ワークショップ

　館
かん

を象
しょう

徴
ちょう

する、世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

のマッコウクジラ骨
こっ

格
かく

標
ひょう

本
ほん

世
せ

代
だい

間
かん

の交
こう

流
りゅう

鯨
くじら

と海
うみ

の科
か

学
がく

館
かん

お年
とし

寄
よ

りには教
おそ

わること
がたくさんあるよね。

　年長者から学んで、火
ひ

のおこしか
たを体

たい

験
けん

する。（北
きた

小
しょう

おやじの会
かい

）

今
いま

、学んでいるみなさんへ　―山やま田だ 町まちで学び、育まれた先せん輩ぱいから―

学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業
平成30年３月発行

海
かい

藻
そう

でしおりや
ランタンを作

つく

っ
ているよ。

まつりちゃん

海
かい

大
た

くん


